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免責事項

• 本資料は、株式会社ミンカブ・ジ・インフォノイド（以下：当社）及び当社グループの業界動向、事業内容について、当社による現時点における

予定、推定、見込又は予想に基づいた将来展望について言及しています。

• これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。すでに知られたもしくは未だに知られていないリスク、不確実

性その他の要因が、将来の展望に関する表明に含まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性があります。

• 当社及び当社グループの実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来展望と異なる場合があります。

• また、本資料における将来展望に関する表明は、2024年11月14日現在において利用可能な情報に基づいて当社によりなされたものであり、これら

の将来の見通しに関する記述は、様々なリスクや不確定要因の影響を受けるため、現実の結果が想定から著しく異なる可能性があります。
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4

【総括：連結ベース】 general

（百万円）

連結売上高前期比較

【連結】
• Q2は、ライブドア（以下「LD」）買収後、初となる6四半

期ぶりとなる営業黒字化を達成
• メディアは、LD買収後に継続して実施してきたPMIや収益多

様化策が徐々に効果を発揮
• Q1は低調だったソリューションも、四半期ベースで過去最

高の売上を達成

【メディア】
• 広告市況が引き続き逆風ながら、収益多様化策の貢献により

前年比、QonQともに増収
• 前期実施の費用削減効果もあり、赤字から収支均衡へ

【ソリューション】
• ストック収入の継続的な増加に加え、SI・パッケージにおい

て計画通り大型案件を獲得し、前年比、QonQともに大幅増
収・増益に

※売上高はマネジメントフィー控除前の数値

99億

150億

（百万円）

連結営業利益前期比較

▲7億

12億

25/3期実績及び計画24/3期実績

■Q1 ■Q2 ■Q3 ■Q4

6四半期ぶりに黒字転化、メディア・ソリューションの両事業でYonY・QonQと
もに増収、ソリューションは四半期ベースで過去最高売上を達成
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01

ストック収入の継続的な成長とSI・パッケージソリューションの
スポット大型案件獲得により四半期で過去最高の売上を達成

【総括：ソリューション事業】 solution

5

【情報ソリューション】
• スポット収入は複数の案件獲得を背景に前年比28%増。ス

トック収入は値上げ効果もあり前年比9%増と堅調に推移

【SI・パッケージソリューション】
• 大型案件の獲得によりスポット収入が拡大。既存顧客の

DX案件獲得も継続的に発生し、ストック収入も前期比
44%増

【Kabutan（株探）】
• ストック収入である課金収入は前年比16%増収。下期は値

上げによる効果が貢献開始

ソリューション事業四半期売上推移

（百万円） ■スポット収入 ■ストック収入

※左記グラフ数値は、2023年3月期に売却したPropTechplus㈱の影響度を除き、前期よりセグメント変更した株探を遡及調整
して含んだ数値です。また、マネジメントフィーを控除した従来開示通りの数値を記載しています。

• 前期スライド案件及びSI・パッケージの計画案件の収益
計上に加え、toku-chainやミンカブ・アカデミー事業
等の先行投資案件の収益貢献開始

QoQで
37%増
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6

【総括：メディア事業】 media

メディア事業四半期売上推移

• Q1に続き市場全体として口座開設意欲の急減速で金融口座ア
フィリエイト収入が未達。

• 広告市況の逆風が長期化する中、昨年から着手してきた電子
書籍や企画広告等のクリエイターズエコノミーやコンテンツ
コマースといった収益多様化策による非広告収入が拡大

• 更にシーソーゲーム社（10月1日にLDに吸収）の施設運営収入
や制作受託収入がQ2も追加となったほか、1stパーティデータ
を活用したデータ販売等が収益に貢献開始。

• 結果、非広告収入は前年比で約5倍の規模に拡大し、前期比で
の広告収入の減少をカバー

（百万円）
■広告収入 ■非広告収入

• 3つの大型イベントとそれをフックとし推しパス会員の獲得
• 広告市況の低調長期化を念頭に、追加の費用削減と非広告

収入の拡大を主眼に置いたモデルチェンジに着手

約5倍

※左記グラフ数値は、マネジメントフィーを控除した従来開示通りの数値を記載しています。

広告不況継続ながらPMI効果により営業収支は収支均衡レベルまで改善
安定利益体質に向けたモデルチェンジに着手
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02

7

solution【トピックス：ソリューション事業①】

本格的に海外投資家向け日株データソリューションベンダーとしてのポジション確立へ

①日本株需要の高まり

企業ガバナンス改善・内需主導の
経済成長・東証の低PBR改善要請等に

外国人投資家が注目

②金融業界における
AI活用の加速

INPUTデータの品質確保・容易に
データアクセスが可能な

システム環境ニーズが拡大

③需要増に対応するグロ
ーバルサービスの台頭

AWS・Snowflake・大手取引所等、
グローバル企業がクラウドサービスや

マッチングサービスを本格化

④株探の独自性と実績

独自コンテンツと豊富なデータを強み
に、日本株専門サイトで国内最大級の
規模、そしてソリューション提供での

多くの実績が評価

• 上期にフランスの投資家向け予測モデル提供会社、米国のオルタナ資産投資運用会社を獲得

• 拡販に向け、国内外に販売パートナーを広く構築することに成功

AWS（Data Exchange）、snowflake（マーケットプレイス）、JPX（JPX joINモール）
ITGEN（韓国大手証券システムベンダー）、Coffeehouse（韓国Fintech）、他グローバル大手数社

4つの要因が当社ソリューション事業に新たなビジネスチャンスを産んでいる
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02

NFT活用したクーポン（特典）配信プラットフォーム「toku-chain」

10月のサービス開始後、高評価を得て、現在複数の導入予定金融機関とのカスタマイズ対応中

8

solution【トピックス：ソリューション事業②】

広告主のメリット 金融機関等配信主のメリット

金融機関が保証するユーザー属性に直接アプローチできるため、従来の予測に基
づくマーケティングとは異なり、より正確で効果的なダイレクトマーケティング
が可能となるため費用対効果の向上が図れる

これまでのキャッシュバックやポイント付与は、金融機関にとって直接的なコス
ト負担が発生していたが、toku-chainではクーポン（特典）の配信を通じて広告
収益機会を得ながら、特典を受ける金融機関の顧客満足度向上が図れる
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02

9

solution【トピックス：ソリューション事業③】

暗号資産取引スマートフォンアプリ「SBI VCトレードアプリ」提供開始

資本業務提携先であるトレードワークス（TW）の協業活動の一環として、両社共同出資先のCXRエンジニア
リング（CXR）を交え、当社がプロジェクトの企画・全体統括を担い、TW・CXRの得意領域を集結した暗号

資産業界向けプロジェクトを獲得。両社の取組が暗号資産業界まで本格的に拡張
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media

10

03 【トピックス：メディア事業①】

メディア事業環境等再整理

急速な
環境変化

⚫ SNS台頭（コンテンツ数の急増）を背景にメデ
ィアの細分化による広告消費の分散 単価下落

⚫ 検索エンジンのアルゴリズム変更 アグリゲー
ターよりも一次情報ソースを重視

⚫ 物価高による個人消費への悪影響等 単価下落

⚫ ディスプレイ広告の単価下落

⚫ SEOの費用対効果の悪化

⚫ 主力であった限界利益率の高い従来型広告売上

の低迷が営業利益を圧迫

広告売上への
影響

利益面
の影響

中期計画骨子及びこれまでの対応

ユーザー接点
を生かしたサ
ービスの成長

収益の多様化
（非広告収入
の比率向上）

◯ クリエイターズエコノミーの促進
△ 生成AI利活用による記事生成 ボリューム不足
× 広告単価向上施策 効果アリも市況悪化の逆風
に及ばず

◯ スポーツ関連市場における制作、施設運営収入
△ コンテンツ事業によるサブスクリプション収入
やイベント関連収入 多額の前渡金が負担に
△ EC、バンク、モバイル等の手数料収入 規模増
には時間を要する

コスト削減
◯事業資産の整理、統合による償却負担の削減
△PMIの促進による費用削減 広告収入の減速が大
きく規模感不足

LD買収時の想定以上の抜本的なモデルチェンジが必要と判断

広告市況低調の逆風の中、PMIの促進と収益多様化策が功を奏し、収支均衡まで回復
但し、広告市況低調は長期化見込みから、安定利益体質の構築を目指した戦略の見直しが必要
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新生ライブドアを目指したモデルチェンジ

安定利益体質を目指した二つの取り組みに本格着手

media

11

03 【トピックス：メディア事業②-1】

ニュースアグリゲ
ーターからの転身

広告依存型事業
からの転身
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新生ライブドアを目指したモデルチェンジ

AIの活用による1st情報ベンダーへの転身を通じたSEOの改善と大幅な費用削減

media

12

03 【トピックス：メディア事業②-2】

①アグリゲーターから1stベンダー
への転身によるSEO改善

②広告単価水準に合わせた
費用構造の構築

• ECHOESを活用した動画からの独自
記事の生成

• 生成AI企業との協業による独自記事
増大

• AI記事比率の拡大に伴う既存コンテ
ンツ提供会社の情報利用料の削減及
び編集人員の最適化

• 26年3月期中にAIを活用したコンテン

ツによる検索流入数の比率を40％超
まで上昇（現在は10％）

• 25年3月期下期に追加で4.5億円（通
期ベースで9億円相当）の費用削減

• 前期実施分3億円と合わせ、LD買収後

に通期ベース12億円削減を決定

目的

具体策

ターゲット

1st情報ベンダー重視への
検索エンジンアルゴリズムの変更

SNSの台頭によるメディア消費の細分
化と広告単価の下落

背景
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media
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03 【トピックス：メディア事業②-3】

新生ライブドアを目指したモデルチェンジ

ブロガーのセグメント化とセグメント毎に異なるビジネスモデルの導入による広告依存型からの脱却

①トップクリエイター（Tier1）の
マネタイズポイントの強化

②ブログサービスの有料化による
全ブロガーの収益化

• Tier1（約800名）を対象としたIPビジ
ネス、電子出版、タイアップ広告へ
のリソース最大化し、クリエイター
のマネジメント会社に進化

• 都度課金システムの導入

• SEO貢献の低いブロガー（Tier2: 約
2,700名）には高額課金を、一般ブロ
ガー（Tier3: 約33,000名）には少額
課金を各々導入

• 都度課金システムを26年3月期Q1ま
でに導入

• 26年3月期中にクリエイター売上を

月額1億円レベルに
（現状4〜5倍相当）

• 25年3月期中に月額課金システムを導
入

• 26年3月期には課金売上により億単
位の利益増が見込める

目的

具体策

ターゲット

クリエイター価値を重視し、自社媒体
面に拘らない収益化策が順調に拡大

SEOに好影響のないユーザーや広告単
価の下落により赤字ユーザーが存在

背景
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10月開催のGolden Waveはやや不調も、今期最大イベントである
Golden Disc Awardsは大口の協力企業を確保し、順調に準備が進む

media

14

03 【トピックス：メディア事業④】

● 集客数・推しパス獲得数ともに期待値を

下回る

● 他イベントとのバッティング、会場立地、

チケット価格設定、プロモーション施策

等、改善余地あり

● オムニバスイベントに対するニーズは引

き続き高いことを確認

Golden Wave in Tokyo
【開催済】

Golden Disc Awards
【開催準備中】

● Golden Disc Awards同様、国内大手企業

の大口協力を前提とした開催スキームで

準備中

Kstyle PARTY 2025
【開催予定】

● 韓国音楽業界最大のイベントであり、協賛

企業からのアプローチ状況から注目度の高

さを再認識

● 国内大手企業の大口協力を獲得

● レッドカーペット参加権付チケット等、推

しパス会員ならではの付加価値を確保、加

入促進に向け準備中
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イベント運営の前渡金集中により現預金が一時的に減少
収支改善によるEBITDAの拡大とイベントの回収期への移行により今後営業CFは改善

15

04 【バランスシートの状況】 general

流動資産

（単位：百万円）

EBITDA

24/3期
Q1

25/3期
Q2

（単位：百万円）

24/3期
Q2

24/3期
Q3

24/3期
Q4

25/3期
Q1

⚫ イベント開催に関連したキャスティング料や会
場費の前払が発生。Q2が前途金ピークのタイミ
ングであることから現預金が一時的に減少

⚫ 営業利益の回復により、EBITDAは大幅改善

⚫ 手元流動性の確保のため複数の選択肢を用意

⚫ 上期は大幅に制作費に絡む前払いが先行

⚫ Q3後半より回収期に入ることから、CFが大幅
に改善予定

イベント事業CF

25/3期 Q1 25/3期 Q2 25/3期 Q3 25/3期 Q4 26/3期 Q1

支出 収入

製作費等の前渡金拡大期

イベント収益回収期

NOW

現預金の減少はイベント
製作費の前渡金による

一時的なもの
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【中期計画達成に向けて】

前期
-変革・合理化と創造-

24年3月期

● 既存事業の売上未達の一定量を収益多様
化を目的とした新規事業がカバーし、
40%超の増収により過去最高売上を更新

● 前倒しで収益多様化策が具体化した結
果、計画外の先行投資を実施したこと
で、既存事業の未達と合わせて利益が一
時的に悪化

● PMIを通じた費用削減やソリューション
のモデルチェンジが進み、計画以上に筋
肉質な事業構造の構築に成功

今期
-成果の具現化-

25年3月期

● メディアは広告市況の逆風は継続しつつ
も、モデルチェンジにより追加の大幅コ
スト削減を今期実施するとともに、次期
以降のキャッチアップに向けた追加施策
を実施予定

● イベント系については不調スタートも大
手企業の大規模協力を獲得し、当社リス
クを大きく軽減しつつ、GDAを中心とし
たサブスク獲得に注力

● ソリューションも持続的成長と収益性改
善に加え、下半期の着実な先行投資案件
の収益貢献が鍵

来期
-現計画の大成-

26年3月期

● メディアのシステム更新に加え、モデル
チェンジ等による次世代化で、収益の多
様化を更に加速し、事業効率化による収
益性を改善

● ソリューションサービスの持続的成長と
新規事業による収益拡大と収益率向上に
貢献

● 上記の2本柱を軸に、更なる収益拡大を
実現。金融・広告市況の影響は限定的に

売上高：99億円
営業利益：▲7億円

売上高：150億円（中計140億円）

営業利益：12億円（中計18億円）

売上高：170億円超
営業利益：30億円

上半期は概ね計画通りも、下半期にはキャッチアップに向け追加施策を投入予定

general05
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当社は2024年３月期第２四半期連結会計期間より、グループ各社から内部取引として、マネジメントフィーを徴収しております。下表については開示の継続
性の観点より、マネジメントフィーを控除した従来開示通りの数値を表記しております。なお、マネジメントフィーを含めた数値につきましては19・20ペー
ジに掲載しております。

（単位：百万円 / ％）

23年3月期 24年3月期 25年3月期 計画 24年3月期 Q2 25年3月期 Q2

（連結） （連結） （連結） 前期比 （連結） （連結） 前期比

　売上高 6,836 9,920 15,000 +51.2% 4,499 4,729 +5.1% 

　　メディア 2,525 6,348 10,200 +60.7% 2,679 2,804 +4.7% 

　　ソリューション　※8 4,352 3,783 5,200 +37.4% 1,895 2,061 +8.8% 

　　調整額　※1 △ 41 △ 212 △ 400 － △ 74 △ 137 －

　営業利益 111 △ 699 1,200 － △ 240 △ 251 －

　　メディア　※7 160 △ 236 1,300 － △ 35 △ 61 －

　　ソリューション　※7 ※8 829 428 1,100 +157.0% 217 289 +33.2% 

　　調整額　※2 △ 878 △ 891 △ 1,200 － △ 421 △ 479 －

　経常利益 △ 207 △ 790 1,100 － △ 275 △ 289 －

　親会社株主に帰属する当期純利益　※9 726 △ 1,180 700 － △ 231 △ 292 －

　ＥＢＩＴＤＡ　※3 1,019 492 2,300 +366.7% 340 325 △4.6% 

　※１　セグメント間の内部売上高の振替高

　※２　セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社費用

　※３　EBITDA（営業利益+減価償却費+のれん償却額）

　※４　メディア事業のうち、株探プレミアムに係る収益を2024年３期よりソリューション事業へ区分を変更しております。なお、2023年３月期は変更後の区分に基づき記載しております。

　※５　当社は2022年12月28日付で株式会社ライブドアの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2023年３月期第３四半期末であることから、2023年３月期第３四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※６　当社は2023年９月１日付で株式会社フロムワンの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2024年３月期第２四半期末であることから、2024年３月期第２四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※７　当社は2023年７月１日より、グループ各社からマネジメントフィーを徴収しており、 2024年３月期第２四半期の各事業セグメントのセグメント損益へ本マネジメントフィーを加算した場合、上記メディア事業のセグメント損失35百万円から

　　　　マネジメントフィー136百万円を加算後のセグメント損失は172百万円、上記ソリューション事業のセグメント利益217百万円からマネジメントフィー97百万円を加算後のセグメント利益は119百万円であります。2025年３月期第２四半期の各事業

　　　　セグメントのセグメント損益へ本マネジメントフィーを加算した場合、上記メディア事業のセグメント損失61百万円からマネジメントフィー453百万円を加算後のセグメント損失は514百万円、上記ソリューション事業のセグメント利益289百万円から

　　　　マネジメントフィー275百万円を加算後のセグメント利益は13百万円であります。

　※８　当社は2023年３月30日付で、連結子会社のProp Tech plus株式会社を売却しております。

　※９　2023年９月１日に行われた株式会社フロムワン（2023年11月１日付でCWS Brains株式会社(2023年11月１日付で株式会社シーソーゲームへ商号変更）と吸収合併）との企業結合について前第２四半期連結会計期間に暫定的な会計処理を行っておりましたが、

　　　　前第２四半期連結累計期間との比較・分析にあたっては、暫定的 な会計処理の確定後の数値を用いております。

　※10　百万円未満切り捨て
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06 APPENDIX

当社は2024年３月期第２四半期連結会計期間より、グループ各社から内部取引として、マネジメントフィーを徴収しております。下表については開示の継続
性の観点より、マネジメントフィーを控除した従来開示通りの数値を表記しております。なお、マネジメントフィーを含めた数値につきましては19・20ペー
ジに掲載しております。

（単位：百万円 / ％）

23年3月期 24年3月期 25年3月期 計画 24年3月期 Q2 25年3月期 Q2

（連結） （連結） （連結） 前期比 （連結） （連結） 前期比

　メディア事業 2,525 6,348 10,200 +60.7% 2,679 2,804 +4.7% 

　　広告収入 2,420 5,193 6,000 +15.5% 2,543 2,125 △16.4% 

　　課金収入　※2　※3 65 129 320 +147.5% 67 56 △16.9% 

　　その他 38 1,026 3,880 +278.1% 67 622 +817.6% 

　ソリューション事業　※6 4,352 3,783 5,200 +37.4% 1,895 2,061 +8.8% 

　　ストック収入　※3 3,097 2,626 3,620 +37.8% 1,279 1,431 +11.9% 

　　　内）課金収入　※3 346 440 550 +24.8% 213 249 +17.1% 

　　初期・一時売上 1,254 1,157 1,580 +36.5% 616 630 +2.3% 

調整額　※1 △ 41 △ 212 △ 400 － △ 74 △ 137 －

　合計 6,836 9,920 15,000 +51.2% 4,499 4,729 +5.1% 

　※１　セグメント間の内部売上高の振替高

　※２　メディア事業課金収入は、サブスクリプション型月額利用料に加え、法人向けOEM提供による初期導入及び月額利用料を含めて表示しております。

　※３　メディア事業課金収入のうち、株探プレミアムによる課金収入は2024年３期よりソリューション事業のストック収入へ区分を変更しております。なお、2023年３月期は変更後の区分に基づき記載しております。

　※４　当社は2022年12月28日付で株式会社ライブドアの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2023年３月期第３四半期末であることから、2023年３月期第３四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※５　当社は2023年９月１日付で株式会社フロムワンの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2024年３月期第２四半期末であることから、2024年３月期第２四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※６　当社は2023年３月30日付で、連結子会社のProp Tech plus株式会社を売却しております。

　※７　百万円未満切り捨て



本資料の無断転載・複写を禁じます © MINKABU THE INFONOID, Inc.

income statement

19

06 APPENDIX

当社は2024年３月期第２四半期連結会計期間より、グループ各社から内部取引として、マネジメントフィーを徴収しております。下表についてはマネジメントフィ
ーを含めた数値を記載しております。

（単位：百万円 / ％）

23年3月期 24年3月期 25年3月期 計画 24年3月期 Q2 25年3月期 Q2

（連結） （連結） （連結） 前期比 （連結） （連結） 前期比

　売上高 6,836 9,920 15,000 +51.2% 4,499 4,729 +5.1% 

　　メディア 2,525 5,877 9,300 +58.2% 2,542 2,351 △7.5% 

　　ソリューション　※8 4,352 3,493 4,900 +40.2% 1,798 1,786 △0.6% 

　　調整額　※1 △ 41 548 800 +45.9% 159 591 +270.3% 

　営業利益 111 △ 699 1,200 － △ 240 △ 251 －

　　メディア　※7 160 △ 706 400 － △ 172 △ 514 －

　　ソリューション　※7 ※8 829 138 800 +477.8% 119 13 △88.6% 

　　調整額　※2 △ 878 △ 131 － － △ 187 249 －

　経常利益 △ 207 △ 790 1,100 － △ 275 △ 289 －

　親会社株主に帰属する当期純利益　※9 726 △ 1,180 700 － △ 231 △ 292 －

　ＥＢＩＴＤＡ　※3 1,019 492 2,300 +366.7% 340 325 △4.6% 

　※１　セグメント間の内部売上高の振替高

　※２　セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社費用

　※３　EBITDA（営業利益+減価償却費+のれん償却額）

　※４　メディア事業のうち、株探プレミアムに係る収益を2024年３期よりソリューション事業へ区分を変更しております。なお、2023年３月期は変更後の区分に基づき記載しております。

　※５　当社は2022年12月28日付で株式会社ライブドアの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2023年３月期第３四半期末であることから、2023年３月期第３四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※６　当社は2023年９月１日付で株式会社フロムワンの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2024年３月期第２四半期末であることから、2024年３月期第２四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※７　当社は2023年７月１日より、グループ各社からマネジメントフィーを徴収しており、2024年３月期第２四半期の各事業セグメントのセグメント損益へ、本マネジメントフィーを控除した場合、上記メディア事業のセグメント損失172百万円に含まれる

　　　　マネジメントフィーは136百万円であり、本費用控除前のセグメント損失は35百万円、上記ソリューション事業のセグメント利益119百万円に含まれるマネジメントフィーは97百万円であり、本費用控除前のセグメント利益は217百万円であります。

　　　　2025年３月期第２四半期の各事業セグメントのセグメント損益へ、本マネジメントフィーを控除した場合、上記メディア事業のセグメント損失514百万円に含まれるマネジメントフィーは453百万円であり、本費用控除前のセグメント損失は61百万円、

　　　　上記ソリューション事業のセグメント利益13百万円に含まれるマネジメントフィーは275百万円であり、本費用控除前のセグメント利益は289百万円であります。

　※８　当社は2023年３月30日付で、連結子会社のProp Tech plus株式会社を売却しております。

　※９　2023年９月１日に行われた株式会社フロムワン（2023年11月１日付でCWS Brains株式会社(2023年11月１日付で株式会社シーソーゲームへ商号変更）と吸収合併）との企業結合について前第２四半期連結会計期間に暫定的な会計処理を行っておりましたが、

　　　　前第２四半期連結累計期間との比較・分析にあたっては、暫定的 な会計処理の確定後の数値を用いております。

　※10　百万円未満切り捨て
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当社は2024年３月期第２四半期連結会計期間より、グループ各社から内部取引として、マネジメントフィーを徴収しております。下表についてはマネジメントフィ
ーを含めた数値を記載しております。

（単位：百万円 / ％）

23年3月期 24年3月期 25年3月期 計画 24年3月期 Q2 25年3月期 Q2

（連結） （連結） （連結） 前期比 （連結） （連結） 前期比

　メディア事業 2,525 5,877 9,300 +58.2% 2,542 2,351 △7.5% 

　　広告収入 2,420 5,193 6,000 +15.5% 2,543 2,125 △16.4% 

　　課金収入　※２　※３ 65 129 320 +147.5% 67 56 △16.9% 

　　その他 38 1,026 3,880 +278.1% 67 622 +817.6% 

　　その他（マネジメントフィー控除額）　※6 － △ 470 △ 900 － △ 136 △ 453 －

　ソリューション事業　※7 4,352 3,493 4,900 +40.2% 1,798 1,786 △0.6% 

　　ストック収入　※3 3,097 2,626 3,620 +37.8% 1,279 1,431 +11.9% 

　　　内）課金収入　※3 346 440 550 +24.8% 213 249 +17.1% 

　　初期・一時売上 1,254 1,157 1,580 +36.5% 616 630 +2.3% 

　　その他（マネジメントフィー控除額）　※6 － △ 289 △ 300 － △ 97 △ 275 －

　調整額 △ 41 548 800 +45.9% 159 591 +270.3% 

　調整額（その他）※１ △ 41 △ 212 △ 400 － △ 74 △ 137 －

　　調整額（マネジメントフィー）　※6 － 760 1,200 +57.8% 234 728 +210.5% 

　合計 6,836 9,920 15,000 +51.2% 4,499 4,729 +5.1% 

　※１　セグメント間の内部売上高の振替高

　※２　メディア事業課金収入は、サブスクリプション型月額利用料に加え、法人向けOEM提供による初期導入及び月額利用料を含めて表示しております。

　※３　メディア事業課金収入のうち、株探プレミアムによる課金収入は2024年３期よりソリューション事業のストック収入へ区分を変更しております。なお、2023年３月期は変更後の区分に基づき記載しております。

　※４　当社は2022年12月28日付で株式会社ライブドアの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2023年３月期第３四半期末であることから、2023年３月期第３四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※５　当社は2023年９月１日付で株式会社フロムワンの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2024年３月期第２四半期末であることから、2024年３月期第２四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※６　当社は2023年７月１日より、グループ各社からマネジメントフィーを徴収しており、各事業セグメントのセグメント売上高は、本マネジメントフィーを控除した金額であり、徴収したマネジメントフィーは調整額に含めて表示しております。

　※７　当社は2023年３月30日付で、連結子会社のProp Tech plus株式会社を売却しております。

　※８　百万円未満切り捨て
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（単位：百万円 / ％）

23年3月末 24年3月末 24年9月末

（連結） （連結） （連結） 前期末比

　流動資産 6,567 4,132 3,303 △20.0% 

　　うち　現金及び預金 4,463 2,047 496 △75.7% 

　固定資産 9,967 10,706 10,888 +1.7% 

　資産合計 16,534 14,838 14,192 △4.4% 

　流動負債 1,926 2,734 3,137 +14.8% 

　固定負債 6,752 5,919 5,513 △6.9% 

　負債合計 8,678 8,654 8,650 △0.0% 

　資本金 3,533 3,534 320 △90.9% 

　資本剰余金 4,194 3,806 6,632 +74.2% 

　利益剰余金 △ 18 △ 1,199 △ 1,492 －

　その他 55 28 67 +141.6% 

　非支配株主持分 91 14 13 △7.2% 

　純資産合計 7,855 6,184 5,541 △10.4% 

　※１　当社は2022年12月28日付で株式会社ライブドアの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2023年３月期第３四半期末であることから、

　　　　2023年３月期第３四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※２　当社は2023年９月１日付で株式会社フロムワンの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2024年３月期第２四半期末であることから、

　　　　2024年３月期第２四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※３　当社は2023年３月30日付で、連結子会社のProp Tech plus株式会社を売却しております。

　※４　百万円未満切り捨て
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